
航海者が語るヴェネツィア
―16世紀オスマン朝の航海案内書から―

新 谷 英 治

はじめに

アドリア海の北端に位置するヴェネツィアは現在イタリア北部の観光都市の

一つに過ぎないかのように受け止められることもあるが，かつては地中海世界

に広く拠点を設けて対外活動を展開していた海洋国家あるいは海洋帝国ともい

うべき有力な国家であった。とりわけ15，16世紀には，当時東方で隆盛となり

海上と陸上両面からヨーロッパ世界に向かって勢力を拡大しつつあったオスマ

ン朝と地中海域，わけても東地中海において海上覇権を争う存在であり，オス

マン朝との政治的・経済的対立はしばしば直接的な軍事衝突に至った。両者の

関係――それは平時の交易・交流，戦時の対立・衝突ともに見られるのである

が――の一方の当事者であるオスマン朝はアドリア海の最奥部に陣取るこの有

力な対抗者ヴェネツィアを，地理的あるいは歴史的な情報の面で，どのように

認識・把握していたのであろうか。

本稿では，16世紀前半にオスマン朝でピーリー・ライース Pîrî Ra’îs（?-1554

年頃）の手によって成立した地中海航海案内書『キターブ・バフリエ』

Kitâb‒i Bah. rı

˘

ya1) を手掛かりに，オスマン朝の対ヴェネツィア認識の具体的な

様相を探る。『キターブ・バフリエ』のヴェネツィアに関わる記述（本文）と

それに対応して付された付図（絵地図）の描写を具体的に分析しながら検討し

てみる。主として注目するのはラグーン（潟湖）上に建設された海上都市たる

ヴェネツィアそれ自体であるが，近隣のいくつかの都市や海港に関する記述・

描写等も行論に必要な限り視野に入れつつ，オスマン朝から見たヴェネツィア
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像を検討していく。『キターブ・バフリエ』のヴェネツィアに直接関わる部分

についてはすでに Ökte 1988 : 888-905や Bausani 1990 : 19-20，Ülkekul&Can

2007 : 104-107，Ülkekul 2015d などで現代トルコ語訳や英語訳，イタリア語訳，

各写本の付図の検討などが試みられており，それぞれ裨益するところ大であ

る。本稿ではそれらを参照しつつ，『キターブ・バフリエ』におけるヴェネツィ

アの位置づけ・比重に注目しながらこの町に関する記述と付図が語るところを

探る。これは，『キターブ・バフリエ』を通して見たヴェネツィア像に留まる

のであり，16世紀前半にオスマン朝海軍で活動した一航海者であるピーリー・

ライースが描いたヴェネツィア像以上のものではないが，16世紀のオスマン朝

の人びと，とりわけ海軍を中心とした統治者層による西方理解の一端を知るよ

すがとなろう。

なお『キターブ・バフリエ』は，すでに知られている通り⚒系統の原本（ヒ

ジュラ暦927年本［1521年成立］と同932年本［1526年成立］）があり，それぞ

れから書写年代の異なる比較的多数の写本（927年本系写本30点前後及び932年

本系写本10点前後，計40点余り）が伝わっている2)。著者（編纂者）ピーリー・

ライース自筆の原本はどちらも未発見である。本稿では Ayasofya 2612写本を

中心に932年本系写本におけるヴェネツィアの姿を提示することを主眼としつ

つも，Bağdat 337写本を中心に927年本系写本におけるヴェネツィアの姿もあ

わせて考察対象とし，可能な限り総合的に分析を進めたいと考える。また，行

論の必要に応じて，一覧で示したそれぞれの系統の別写本もあわせ参照する。

上で述べた通り，ヴェネツィアについては932年本系写本に注目し考察の基

本とするが，927年本系写本の描写内容は932年本系写本とは異なる点も含んで

おり，その違いは興味深い。『キターブ・バフリエ』の927年本及び932年本両

系統の写本群の比較は大いに興味を惹かれる課題であるが，それは本稿の直接

の目的ではないため深入りは避けつつ，932年本系写本に基づく日本語訳とと

もに927年本系写本に基づく訳も示し，両者に示された情報を比較・整理して
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理解したいと考える。

なお，上述の通り927年本，932年本ともに原本は未発見であり，いずれにつ

いても写本を比較検討してまとめられた校訂本は提供されていない。本稿で

は，それぞれの写本群において可能な限り比較参照しつつ翻訳と内容理解にあ

たるが，作業上の不手際や遺漏も避けられないと思われる。その意味で両系統

それぞれについて依然試訳の域を出ず，本稿も試論の域を出ないことを予めご

承知いただきたい。

Ⅰ 『キターブ・バフリエ』におけるヴェネツィア

上のような事情を念頭に置きながら，『キターブ・バフリエ』927年本系写本

と932年本系写本のヴェネツィアに関わる記述内容を比較しつつ全体を見渡す

ためにそれぞれの日本語訳と必要最小限の注を以下に示す。前者の第62章，そ

の内容に対応する後者の第92章（ヴェネツィアの北東の地域が説明される）と

第93章（都市ヴェネツィアそれ自体が扱われる）の⚒章を対象にする。翻訳に

あたっては927年本系写本では Bağdat 337を，932年本系写本では Ayasofya

2612を底本としているが，必要に応じて可能な限り他の写本も参照して補うこ

ととする。

なお，写本原文には「第62章」「第92章」等の表示は無く，本稿執筆者が便

宜的に使用しているものである。訳文や注において鉤括弧や丸括弧，角括弧を

用いて表記された箇所は特に断りの無い限り本稿執筆者による補足や注記を示

すものであり原文には無い。訳文の段落区切りは，内容のまとまりを考慮しつ

つ本稿執筆者が適宜行ったものである。

Ⅰ-1 『キターブ・バフリエ』927年本におけるヴェネツィアの記述（日本語訳）

以下 Bağdat 337（927年本系 66b-68a）に拠る。ほかに Ayasofya 3161，TY

123をはじめとする写本など，本文を持ちかつヴェネツィアの記述部分の全部
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または一部が存在する写本を必要に応じて参照している。これらの写本間では

異同がしばしば起こっており，本来は校訂をしたのちに翻訳に入るべきもので

ある。Bağdat 337は一瞥するところでは必ずしも最良の写本とは言えないよう

だが他の写本がより良いとの確証も無い。927年本系写本では，ヴェネツィア

については，Pirânsa/Poreč の章に続けて目立った章立てを挟むことなく続け

て書かれる場合（TY 123など）と明確に章立てをして新しい章として書かれ

る場合がある（Oriental 4131など）。Bağdat 337では章立ては明瞭ではないが，

第61章とは区別された内容であることを示す書き方になっている。
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［第62章］ 本章はウェネディクWenedik［ヴェネツィア］の都 takht そのも

のを説明する3)。

［Bağdat 337 : 66b-68a］

いにしえの時代から世の中の状況についてかく語られている。この町［ウェ

ネディク］の建物が建設される前には，陸地からも海からも流れ寄る川の間で，

低湿地 bataqlar4) と湿原 sazlıq であり，深かったり浅かったりする所である。

ある所は島の形をしていた。

さて ba‘dahu，ルーメリ5)から不信心者たち kafara がやって来て，今述べた

ところへ簗を仕掛けていつも魚の漁をしていたと言う。日々の経過とともにこ

の漁師たちがいささか力が強くなるたびに ziyâdaja qudrat geldikche，漁師た

ちは数が増え，今述べた所の島のようになっている所へ箱 s.andıqlar を置かせ

て，その上に砦 barghuslar のような家々を建てさせ，さて ba‘dahu，そこに居

た不信心者たちのある者は商売や物作りをしてたくさんの財物 mâl wa manâl

を手にし，ある者はまたいにしえからの職に定められており6)，彼らの［元の

ままの］状況に留まっていた。

現在，このようなやり方である，売り買いも行き来も7)，要するに，町の中

で行われるすべての行動 mu‘âmala8) は船 gemi とサンダル9)を使って行われ

る。その船長たちは妻，息子や娘，その他の家財と10)一緒に夏も冬も船の中に

いて，そのうちの水専用の船が陸地 quru からやって来て，［町の人々は］水

を買う。ただ ammâ，その水を容れ物を使って船に置くのではない。直に船の

中へ移す akhtarırlar。水が必要な者には，秤 ölchek があり，船から突っ込ん

で daldurup，それでもって売る。魚専用のサンダルは，笊のように穴だらけ

である。海へと沈んだ11)水面で［水面のまま，生け簀のようにして］曳き船す

る。というのは，この町では死んだ魚を得ることは禁止であるからだ。彼らが

捕った魚を，今述べたサンダルで生かしておき12)，手を触れさせず13)，そうし

て掬う道具 süzgü でそのサンダルから捉えて売るのだ。

この町の不信心者たちは獅子の姿 shakl［像］14) の崇拝者である。自分たち
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の腐敗した考えに従って獅子を崇拝する。また yine その理由はこうである。

イーサー［イエス］様 H. ad. rat‒i ‘Îsâ――彼の上に平安あれ――自身の時代以

来伝わっている12人の友 yâr［使徒］がいた。彼らの一人ひとりが一つの似姿

s.u

̆

rat を選択していた。皆のうちのひとりがイスカンダリーヤ İskandarîya［ア

レクサンドリア］で死去して［亡骸はそこに］留まった。彼の似姿は獅子の似

姿であった。我々の祖先たち15)がある方法でそこから［亡骸を］盗んでウェネ

ディクへ持って来て，マールクー Mârqû16) の教会堂と言って知られる教会堂

の中に置き，現在もその教会堂の中に安置されている。その栄誉を讃えて17)，

我々は18)その町で暮らす gechinürüz［？］。兵隊を集めるために財物を我々が

集める19)時に，彼の名に対して［そのようにし20)］，来て［は行き21)］通り過

ぎるベイたちは，その財物に干渉して不法に占有できない［？］22)。

今述べたベイたちは12人のバン ban23) である。彼らのうちの有力者たちに

対して24)ドゥーズィー du

̆

zı

̆

25) と言うことがいにしえからの習慣である。残り

のバンたちは26)賽子を投げる。当たった［目が出た］者がドゥーズィーとなり，

このようにしてやっていく。

さて ba‘dahu，もし沖合 deñiz から今述べたウェネディクの町へ船 gemi が

到着したいと望むならば，目印は次の通りである。まずマルクー Marqû の鐘

楼が見える。その後，残りの町の中が見える。しかし ammâ，次のようにする

のが慣例である。ウェネディクから100マイルこちらに一つの町がある。その

名をピランサ Piransa27) と言う。ウェネディクに属する。航行する船 gemi が

到着し，そのピラーンサ Pirânsa から水先案内人を得る。進行する。常に測

鉛28)を用いつつ，北西の方角に向かって航行する。海［の水深］を測りながら

進む。と言うのは，海岸とその沖合は浅瀬なのである。安楽に進める所ではな

いのだ。マールクーの鐘楼が目に入ったらそれに向き合って沖合で錨を下す。

町の中では，サンダルでまた水先案内人が来る。道案内をして，船を連れて中

へと町の前へ導く。外から到着した水先案内人は船を町の中へは入れない。な

ぜなら，瀬戸 boghaz が様々に開いているのだ。常に一つの瀬戸ではない。［こ
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れも］また，いにしえから禁じられている。他の誰も âkhar kimesne 町の前へ

水先案内をしない。もしそうしたとすると，毎日瀬戸は安定しているわけでは

ない boghaz bar‒qarâr t.durmaz［通れる瀬戸が定まっているわけではない？］。

外では船は停泊しない。吹き曝しである。しかるに h. âl bu ki，風が岸から吹く

ときは，ひどく波がうねる29)ので船が壊れる。その解決策はまさに中へ，町の

前に到着することである。川に入り込んだように安心することだろう。家々は

互いにサンダルで行き来する。散策 sayrân もサンダルに乗ってである。ほか

に，散策用にクーンドゥーラ qu

̆

ndu

̆

la30) と言うチルニク chırnıq31) のような船

を持っている。天蓋をつけて町の中で経巡って，散策する者［客］を探す。こ

の町を⚙万軒ほどの家であると言う。様々の工芸 s. an‘at の全部が見いだされ

ることは確かである。

さて ba‘dahu，この町の半マイル北東方向に一つの島がある。その島の名を

ムラーン Murân32) と言う。ウェネディクの町にどれほどガラス製品 sırcha

ishleri があるにしても，その島で作られる。今述べた島の⚘マイル北東側に二

つの小島がある。それらの小島の近くで様々の瀬戸がある。塩水や真水の流れ

である33)。その二つの小島の一つをマーズー Mâzu

̆

34)，一つをヌールサールー

Nu

̆

rsâlu

̆

35) と言う。それらの小島の近くであちこちに広がる真水や塩水の流れ

t.atlu ajı s. ular が限りない。互いに合流する。

その⚙マイル北東側に大きな町がある。その町の名はカーワルルー

Qâwarlu

̆

36) と言う。ウェネディクから出る船は今述べたカーウルルー

Qâwurlu

̆

から測鉛を使って進む。そして dakhı，ピラーンサ側へと沖へ向きを

変えて通っていく Pirânsa t.arafına s. alup gecherler。

さて ba‘dahu，今述べたウェネディクの町の30マイル南西側に港がある。そ

の港をクーラ Ku

̆

ra37) と言う。小さな船が到着する。このクーラ38)［から］39)

ラワーナ Rawâna40) に至るまで，その海岸は水深の浅い yufka s. ulu 浅瀬であ

る。船 gemi は停泊するに安心ではない。しかし ammâ，先に述べたラワーナ

は古い城砦 qal‘a である。現在はその城砦はローマ教皇 Rı

̆

m‒Papa に属してい
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る。その城砦の前に一本の流れる大きな川がある。この川からバーザールー

Bâzâru

̆

の町は南東方向である。バーザールーと我々が言ったのは一つの町で

ある。いにしえの時，ルーメリの帝王の財物 mâl が量られたらしい。バーザー

ルーと言った意味合い ‘alâmat はこれであろう41)。今述べた所からアンクーナ

Anqu

̆

na［Ancona］は50マイルである。以上，続く。

Ⅰ-2 『キターブ・バフリエ』932年本におけるヴェネツィアの記述（日本語訳）

以下，主として Ayasofya 2612に基づきつつ932年本系写本に現れるヴェネ

ツィアの記述を訳出する。第92章と第93章が927年本系写本の第62章に概ね対

応する。932年本系写本の場合，本文に関して写本相互の異同は927年本系写本

に比べると大きくはないが，細かな点については比較検討を要する場合があ

り，一覧表に掲げた各写本を適宜参照する。

第92章 本章はウェネディクWenedik 湾の最奥部にある上述の諸城42)の順序

と姿を示す。またカーウルルー Qâwurlû の町43)の海岸をウェネディ

クに至るまで［示す］。

［Ayasofya 2612 : 210b-211a］

このカーウルルーはウェネディクの浅瀬の中にある町である44)。その町の⚑

マイルだけウェネディク側にサーンタ・カタリーナ S. ânta Qata‒lîna という

港45)がある。この港は浅瀬の中にある。そこへは小さな船 gemi が入る浅瀬で

あり，ウェネディクの町に近い浅瀬である。その浅瀬の中にリユーンサ

Liyûnsa46) という真水の流れ t.atlu s. u がある。この流れへ小さな船が入る。そ

の向こう側，ウェネディク側に島がある。その島をリユーマーズール

Liyûmâzûr47) という。その島から⚘マイルだけウェネディク側に二つの島が

ある。その島の一方をヌールサールー Nûrsâlû と，他をマーズールブー

Mâzûrbu

̆

48) という。そこには瀬戸 boghazlar があり，あるものは塩水で，あ
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るものは真水の流れ t.atlu s.u である。［その流れは］あちこちへ行く shuña

buña gider。この島々の南西側に，即ちウェネディク側にムーラーン Mûrân

という島49)がある。この島から「神に庇護されたるウェネディク Mah. rûsa‒i

Wenedik」50) は半マイルである，南西の方角に。しかし ammâ，このムーラー

ンの島は別の町のようである。ウェネディクから来るガラスの製品はここムー

ラーンで作られる。かく知られたし。以上。

第93章 本章はウェネディクWenedik51)の町 shahr そのものを説明する。

［Ayasofya 2612 : 211b-215a］

このウェネディク Wenedik の町の全周は12マイルである。その12マイルの

ところに，その建物が建てられた，陸地と海から成る潟である。その海の，あ

る所は浅瀬であり，ある所は深い。その浅瀬である所の上に杭 qazıqlar を打っ

て，その杭の上にこの町を建設したという。建設された理由は次のようであ

る。即ち，以前，この町が建設される前に何も無い所であった時，周辺からか

なり多くの漁師の不信心者たち kâfirler が，この［後に］町になった所へ来て

簗を仕掛けて，魚の漁をしていた。これらの者たちが魚で儲け，あらゆる所か

ら漁師がここへ集って魚の漁をしていた時，上述の浅瀬の所の上に杭を打ち込

んで，その杭の上に家々を建てたという。要するに，こんな風にして長い期間

のうちに次第次第に warı warı 上述の不信心者たちが増えて一つの町になる。

この者たちのうちの，見識のある者たち rây ahlları は次のように目論む。

即ち，ここは一つの町になったのだから今やここに何かある行為52)が必要だ，

復活の日まで53)それがゆえにまさにこの町が栄光［栄誉］を見出すような，と

言った時，ついには彼らは出かけ，イスカンダリーヤ İskandarîya［アレクサ

ンドリア］にサマールクー S. amârqû［San Marco. 聖マルコ］という名の人物

の墓があったという。例えば mathalan［即ち？つまり？］，預言者イーサー

［イエス］‘Îsâ Nabî［――彼の上に平安あれ――には12人の仲間 yâr があった。

これらすべての者たちを弟子たち h. awâriyu

̆

n54) と言う――不信心者たち kafara
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t.â’ifası が言うのだが――。「この弟子たちのひとりがサーンタ・マールクー

S. ânta Mârqû［聖マルコ］である」といって，このマールクーをイスカンダリー

ヤから盗み，「豚の肉だ」と言って箱の中に入れて城砦 h. is. âr の門から外へ出

して上述のウェネディクの町 shahr へ運んできたという。そこに埋葬してその

上に教会堂を建てたらしい。その時から今日まで55)このマールクーによって自

慢している sharaflanurlar。マールクーの財庫，マールクーの城砦 h. is. âr，マー

ルクーの船といって［マールクーを］名誉に思っている sabablanurlar。

次のような理由で ol sababdan 他の不信心者たち kuffâr は，このウェネディ

クのベイたちに対して「漁師［分際］」と言って嘲笑した。というのは，その

ベイたちには，元来家系や血筋による帝王はいなかったからである。商売で

［ここまで］来ていたのだ。今日，12人のバン ban である。次のような理由で

ol sababdan，彼らのうちの有力者 ulular をドゥーズィー dûzî という。12人の

頭の意味である。このドゥーズィーが死ぬと賽子を投げて，その幸運にどの者

が相応しいか［を示す］賽子の目が出ると，彼を全員の上にベイとして立てる。

このようにしてベイ職の［後継の］申し立て da‘awâ を行なう56)。

しかし ammâ，この町には飲み水は無い。別に水の船を所有している。飲み

水を余所から持ってくる。この船の中に女，子供，鶏までもいる57)。そして飲

み水を船倉に注ぐ。桶 gerder でもって，泉［から汲むか］のように満たして

doldurup 売る。

さて wa ba‘da‒hu，この町 shahr の前へウェネディクの船であれ，別の船で

あれ，如何なるものであろうとも，この町へ行くならば，絶対にパラーンサ城

Parânsa qal‘ası58) から水先案内人を雇わずにウェネディクに行けない。［案内

人無しで］行ったとしても禁止されている。もしパラーンサから水先案内人が

雇われなかったならば，損害が生じた場合その損害を必ずこの船の人々に弁償

させる。以前から習慣はこのようである。というのは，ウェネディクの町の近

くにある海岸はすべて浅瀬になった sıghlu 場所であり，海岸に船は到着でき

ないからだ。どんな所であるか測鉛を使って［それに付着する］泥の様子から
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判断する。殊のほか低い土地である。陸地に目印は無い。ただ最初にサマール

クーの鐘楼が見えるだけである。そのあと町 shahr の諸々の特徴 ‘alâyim が見

える。そして到着する。その鐘楼の正面に錨を降ろす。町 shahr からサンダル

で別の水先案内人が来る。その船を中の方へ入れる。

さて imdi，ウェネディクの町 Wenedik shahrı へ沖の方から入る瀬戸は，実

態は四つの瀬戸である。第⚑に，ちょうど as. l 町の前にある瀬戸をサーンタ・

リバタ S. ânta Libata の瀬戸59)という。その瀬戸の両側に二つの塔 burjlar があ

る。船はその塔の中央を通って中に入る。この塔の沖合側にある浅瀬の通行路

に杭を打ちこんである。そこへ到着する船はその杭の外側を進まない。⚒本の

杭の中央を通る ortasına uğrarlar。その杭の間で停泊する船もある。港 liman

［の役割をするところ］である。大索をその杭に結わえる。沖の方へ錨を降ろ

す。しかし walî，この瀬戸へは非常に大きいカラーカ qarâqalar60) は入らな

い。浅瀬 sıgh である。それよりも小さい kichi キョケ kökeler61) は入る。ウェ

ネディクの町へと，計量所 qapan62) の前まで63)行く。

さて wa ba‘dahu，この瀬戸の南西側にまた瀬戸がある。その瀬戸をプール

トゥー・ダ・マルーク Pûrtû da Malûq64) という。小さいバルチャ barchalar65)

が入る瀬戸である。そのさらに南西側にプールトゥー・クーザ Pûrtû Kûza66)

という［瀬戸がある］。まずもって67)バルチャが入る瀬戸である。その瀬戸か

ら内側，浅瀬の中に sıghlarda 城 qal‘a がある。この城をクーザ Kûza68) とい

う。この城から，「神に庇護されたるウェネディク Mah. rûsa‒i Wenedik」は直

線距離で30マイルである，北東に向って。

さて wa ba‘da‒hu，このクーザのさらに南西にまた瀬戸がある。この瀬戸を

カナールダ・ブールンドゥーラ Qanâlda Bûrundûla69) という。小さな船が入る

瀬戸である。そこから向うは別の国 âkhar mamlakat である。ドゥーカ・フィ

ラーラ Dûqa Firâra70) という。真水の川 t.atlu s.ular である。海に来る。流れ込

む。それらの［説明の］章になったら，然るべき所で一つひとつ説明しよう。

以上。
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Ⅱ 記述内容と特色

927年本系写本（Bağdat 337）及び932年本系写本（Ayasofya 2612）に見え

るヴェネツィアの記述は以上のような内容であるが，ここに見られる特徴は次

のような点であろう。なお，対照しやすいようにほぼ同じ内容を別に表として

掲げる（表⚑）。

Ⅱ-1 927年本系写本

927年本では概ね次のような内容が語られている。

第62章

①元は川の流れ込む低湿地であり，漁をしに来た漁師たちが島のようなとこ

ろに箱を置いてその上に砦のような家々を建てた。商売で財産を手にする

ものも現れた。

②売り買いや往来など町なかでのすべての行為が船を使ってなされる。家族

と家財を乗せたまま年中船上生活をする者がいる。その中の水専用の船が

陸側からやって来て，船に直接貯めた水を量り売りする。死んだ魚を売る

ことは禁止のため笊のように穴を開けたサンダルを生け簀にして運んで売

る。

③人びとはイエスの使徒のひとりマルコを表す獅子の像を崇拝する。マルコ

の亡骸はアレクサンドリアから盗み出されてこの町に移され，その名で知

られる教会堂の中に安置された。

④我々がマルコの栄誉を讃え，兵を集めるために財物を集めることをこの町

のベイたちは妨げない［？］。

⑤ベイたちは12人のバン ban であり，最有力者がドゥーズィー dûzî と言わ

れ，誰がドゥーズィーになるかは賽子で決める。

⑥この町の海岸や沖合は浅瀬で危険なため，100マイル手前のピランサ
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Poreč/Parenzo で水先案内人を得て，測鉛で水深を測りながら北西に進

む。沖合で町の鐘楼が見えたらそこでいったん停泊する。町から別の水先

案内人が来て中へと導く。町へ通じる瀬戸の状況は常に変化しているの

で，外から来た案内人は町の中へは案内しない。また，瀬戸の外は吹き曝

しで危険であり，町の前に来るのが安心で良策である。

⑦町の家々の往来や散策にはサンダルやゴンドラを使う。家は⚙万軒ほどあ

り，あらゆる職業が営まれている。

⑧半マイル北東にムラーン Murano 島があり，この町のガラス製品はすべて

ここで作られている。その北東側に二つの小島，さらに北東にカーワル

ルー Caorle が位置する。

⑨ウェネディクの南西側30マイルにクーラ Chioggia があり，そこからラ

ワーナ Ravenna までは浅瀬である。ラワーナは教皇に属し，その南東方

にバーザールー Pesaro があり，そこからアンクーナ Ancona は50マイル

である。

Ⅱ-2 932年本系写本

932年本系写本では概ね次のような内容が語られている。

第92章

①カーウルルーはウェネディクの浅瀬の中にある町である。

②ウェネディクとの間に川や島々がある。さらに南西にムーラーンという島

がある。

③ムーラーンからウェネディクは南西方向に半マイルで，ウェネディクとは

別の町のようである。ウェネディクから来るガラスの製品はムーラーンで

作られる。

第93章

①不信心者の漁師たちが潟の浅瀬に杭を打ち，その上に家々を建ててこの町

最終⚔校／通し
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を建設した。

②12使徒のひとりマルコの亡骸をアレクサンドリアから将来した。豚の肉だ

と箱の中を偽って運び出し，以後マルコを自慢している。

③由緒ある家系の支配者はおらず，他の不信心者たちに侮られた。12人のバ

ン ban がいて，その最有力者をドゥーズィー dûzî と言う。その者が亡く

なると賽子を振って後継者を決める。

④町に飲み水は無く，家族が乗り込んで操る船の船倉に水を積んで外から運

んでくる。桶で汲んで売る。

⑤船でこの町に到着するには東の対岸のパラーンサ Poreč/Parenzo で必ず

水先案内人を雇う必要がある。ウェネディクの海は水深が浅くまた陸地の

目印も無くて危険であるからだ。鐘楼の正面まで進むと今度は町の方から

サンダルで別の案内人が来て中へと導く。

⑥沖から町に入っていく瀬戸は⚔箇所ある。北東から南西へサーンタ・リバ

タの瀬戸（沖側に航路を示す杭が打たれている），プールトゥー・ダ・マ

ルークの瀬戸，プールトゥー・クーザの瀬戸，カナールダ・ブールンドゥー

ラの瀬戸の順に並ぶ。最後の瀬戸の向こうはフィラーラの国である。

両者を比べてみると基本的に共通した内容であるが，異なる点にも気づく。

（⚑） 両系統で内容が食い違う主な点

⚑）ラグーンで家々の基礎に用いられたのが，927年本では箱，932年本系で

は杭となっている。

（⚒） 927年本でのみで言及される主な事柄

⚑）死んだ魚を売ることは禁止であり，生きたまま魚を売るためのサンダル

があること。

⚒）我々がマルコの栄誉を讃え，兵を集めるために財物を集めることをこの

町のベイたちは妨げない［？］。

⚓）日常用の乗り物としてゴンドラがある。
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最終⚔校／通し

航海者が語るヴェネツィア
―16世紀オスマン朝の航海案内書から―（新谷）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第72巻第⚓号／
新谷英治 最終⚔校／通し

153

表⚑ ヴェネツィアに関する記述の対照
（下線部はそれぞれの系統における主な独自内容を示す）

927年本系写本 932年本写本
【第62章】
①元は川の流れ込む低湿地であり，漁をしに

来た漁師たちが島のようなところに箱を置
いてその上に砦のような家々を建てた。商
売で財産を手にするものも現れた。

②売り買いや往来など町なかでのすべての行
為が船を使ってなされる。家族と家財を乗
せたまま年中船上生活をする者がいる。そ
の中の水専用の船が陸側からやって来て，
船に直接貯めた水を量り売りする。死んだ
魚を売ることは禁止のため笊のように穴を
開けたサンダルを生け簀にして運んで売る。

③人びとはイエスの使徒マルコを表す獅子の
像を崇拝する。マルコの亡骸はアレクサン
ドリアから盗み出されてこの町に移され，
その名で知られる教会堂の中に安置された。

④我々がマルコの栄誉を讃え，兵を集めるた
めに財物を集めることをこの町のベイたち
は妨げない［？］。

⑤ベイたちは12人のバン ban であり，最有
力者がドゥーズィー dûzî と言われ，誰が
ドゥーズィーになるかは賽子で決める。

⑥この町の海岸や沖合は浅瀬で危険なため，
100マイル手前のピランサで水先案内人を
得て，測鉛で水深を測りながら北西に進
む。沖合で町の鐘楼が見えたらそこでいっ
たん停泊する。町から別の水先案内人が来
て中へと導く。町へ通じる瀬戸の状況は常
に変化しているので，外から来た案内人は
町の中へは案内しない。また，瀬戸の外は
吹き曝しで危険であり，町の前に来るのが
安心で良策である。

⑦町の家々の往来や散策にはサンダルやゴン
ドラを使う。家は⚙万軒ほどあり，あらゆ
る職業が営まれている。

⑧半マイル北東にムラーン島があり，この町
のガラス製品はすべてここで作られてい
る。その北東側に二つの小島，さらに北東
にカーワルルーが位置する。

⑨ウェネディクの南西側30マイルにクーラが
あり，そこからラワーナまでは浅瀬であ
る。ラワーナは教皇に属し，その南東方に
バーザールーがあり，そこからアンクーナ
は50マイルである。

【第92章】
①カーウルルーはウェネディクの浅瀬の中に

ある町である。
②ウェネディクとの間に川や島々がある。さ

らに南西にムーラーンという島がある。
③ムーラーンからウェネディクは南西方向に

半マイルで，ウェネディクとは別の町のよ
うである。ウェネディクから来るガラスの
製品はムーラーンで作られる。

【第93章】
①不信心者の漁師たちが潟の浅瀬に杭を打

ち，その上に家々を建ててこの町を建設し
た。

②12使徒のひとりマルコの亡骸をアレクサン
ドリアから将来した。豚の肉だと箱の中を
偽って運び出し，以後マルコを自慢してい
る。

③由緒ある家系の支配者はおらず，他の不信
心者たちに侮られた。12人のバン ban が
いて，その最有力者をドゥーズィー dûzî
と言う。その者が亡くなると賽子を振って
後継者を決める。

④町に飲み水は無く，家族が乗り込んで操る
船の船倉に水を積んで外から運んでくる。
桶で汲んで売る。

⑤船でこの町に到着するには東の対岸のパ
ラーンサで必ず水先案内人を雇う必要があ
る。ウェネディクの海は水深が浅くまた陸
地の目印も無くて危険であるからだ。鐘楼
の正面まで進むと今度は町の方からサンダ
ルで別の案内人が来て中へと導く。

⑥沖から町に入っていく瀬戸は⚔箇所ある。
北東から南西へサーンタ・リバタの瀬戸

（沖側に航路を示す杭が打たれている），
プールトゥー・ダ・マルークの瀬戸，プー
ルトゥー・クーザの瀬戸，カナールダ・
ブールンドゥーラの瀬戸の順に並ぶ。最後
の瀬戸の向こうはフィラーラの国である。
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⚔）家が⚙万軒ほどある。

（⚓） 932年本のみで言及される主な事柄

⚑）マルコの亡骸を豚の肉と偽った。

⚒）由緒ある家系の支配者がいない。

⚓）沖から町に入る瀬戸が⚔箇所ある。

927年本と932年本の全体的な共通性や相違点の考察は興味深い課題であり，

このヴェネツィアの記述の共通点や相違点もその意味で大いに関心を惹かれる

ところであるが，ここではそれぞれの写本系統に見られる個々の事柄の確認に

とどめ，詳細な検討には立ち入らない。なお，上にあげた相違点のうち，（⚒）-⚒）

はピーリー・ライースがヴェネツィアを実地に見ているかどうかにも関わり重

要な点であるが，本稿筆者の力不足により文意を十分に掴めず，考察を留保せ

ざるを得ない。この点もあわせて他日を期したい。

さて，ヴェネツィアについてこのように具体的な記述が見られるが，『キター

ブ・バフリエ』の927年本，932年本いずれにおいても町や港あるいはその周辺

地域の地理や歴史を説明することはしばしば行われており，特段珍しいことで

はない。しかし，上のように町の創建の歴史に始まって現在の模様に至るまで

その特徴が多方面にわたって詳しく説明されている例は多くはない。アドリア

海の他の都市・諸港の説明と比べても，ヴェネツィアに関する記述内容は具体

的で豊かであり，その扱いの特異さが強く感じられる。『キターブ・バフリエ』

においてヴェネツィアに特段の関心が払われていることが知られる。

なお，ヴェネツィアに関する情報の源，出所についてピーリー・ライースは

どちらの系統においても何も述べていない。語り口の「柔らかさ」から察する

と船乗り仲間からの口頭の情報であった可能性も考えられようが，自身の実地

の見聞に基づく情報の可能性も含めて，断定的なことは何も言えない。
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Ⅱ-3『キターブ・バフリエ』写本本文におけるヴェネツィアの特異性

Ayasofya 2612で見た通り，ヴェネツィアとその周辺は『キターブ・バフリ

エ』932年本では第92章と第93章で直接的に説明されている。一方で，他の区

域に関する叙述（章）の中でもヴェネツィアはしばしば言及されており，その

点が『キターブ・バフリエ』におけるヴェネツィアの大きな特徴であろう。

927年本の場合については証拠立てた議論は別の機会に譲るが，少なくとも932

年本の場合はエーゲ海域や，ダルマツィア海岸を含むアドリア海域といった海

域に関わる章においてもヴェネツィアへの言及の例を多く拾うことができる。

試みに当該の地域や所在の都市・城砦などがヴェネツィアに属する旨を示す文

言を Ayasofya 2612で辿ると少なくとも31の章でその例を確認できる。同様の

例を他に探すと，次いで多いのがイスパーンヤ/スペインに関する15章，⚓番

目がトゥーヌス/チュニスに関する⚔章であり，言及される頻度はヴェネツィ

アとは明らかに差があると言えよう。

ヴェネツィアへの言及の背景には，ヴェネツィアが『キターブ・バフリエ』

編纂当時，アドリア海域を拠点に盛んに地中海東部で海上活動を行っていたこ

とがあるに違いない。そのことはオスマン朝艦隊に関わる一員であったピー

リー・ライースにとって――ひいてはオスマン朝当局にとって――関心を向け

ざるを得ない事態であったに違いない。『キターブ・バフリエ』，とりわけ932

年本におけるヴェネツィアへの頻繁な言及は際立っており，ヴェネツィアは

『キターブ・バフリエ』において特異な扱いが見られる都市あるいは国家であ

ると言えよう。ピーリー・ライースによって『キターブ・バフリエ』で示され

たこのようなヴェネツィアへの関心の大きさは，ヴェネツィアが――少なくと

も地中海東部に関する限り――その動向に大いに注目せざるを得ない存在で

あったことを確かに裏付けていると言えよう。
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Ⅲ 『キターブ・バフリエ』写本の付図に見えるヴェネツィアの特異性

ここまで927年本と932年本両系統の写本本文の内容を中心に検討してきた

が，諸写本に付されている付図（絵地図）の特徴をあわせて確認しておく。

ヴェネツィアの章の付図についてはかつて多少言及したことがある［新谷

2000］。そこでの作業は各写本の特徴や写本相互の関係を探るための手掛かり

を得ることを主たる目的としており，『キターブ・バフリエ』におけるヴェネ

ツィアの図の比重，ピーリー・ライースがヴェネツィア図に込めた本来的な意

味合いを考えようとしたわけではなかった。

Renda は，Ayasofya 2612及び Hazine 642（ともに932年本系）に基づきつつ，

『キターブ・バフリエ』における付図をヨーロッパに原型を辿れるものとピー

リー・ライースの直接の見聞に基づくものに大別したうえで，前者の例として

ヴェネツィアの図を取り上げて，見開き⚒ページに亘ることを含めて多くの注

目すべき点を取り上げている［Renda 1992 : 282］71)。また，Soucek や Ülkekul

による，写本系統による付図の違いや発展の模様，個々の付図に基づく描写内

容の分析を中心にした概略的あるいはある程度踏み込んだ言及がある［Soucek

1992/96 : 124, 141-149 ; Ülkekul 2007 : 621-622, 756-757, Ülkekul 2015d など］。

それらを踏まえつつここでは『キターブ・バフリエ』におけるヴェネツィア図

の比重の観点から考察する。

Renda がすでに指摘している通り，Ayasofya 2612ではヴェネツィアの図は

見開き⚒ページ（214b-215a）に亘って描かれている。手許の932年本系写本

（地図のみの写本を含む）を確認すると，MC Yz O-30が⚑ページのみの地

図72)を載せている以外，いずれの写本でもヴェネツィアの図は見開き⚒ページ

で描かれており，ほかに932年本系写本において見開き⚒ページを使って描か

れているのはアレクサンドリアのみである73)。いくつかの都市や港，大きな島

全体を一目で見渡すように広範囲を見開き⚒ページで描いている例はあるが，

一つの都市に焦点を絞って見開きで描くという例はこれら⚒都市に限られてい
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る。その意味でここでもヴェネツィアは破格の扱いを受けていることになる。

しかも，Ayasofya 2612の例で見ると，素朴で略図的とは言え，運河の様子や

鐘楼（カンパニーレ），聖マルコ大聖堂と広場，造船所などがそれと明確に分

かる筆致で丁寧に描き込まれている。Ayasofya 2612もピーリー・ライース自

らがまとめた原本ではなく後世に制作された写本であるからには，その付図か

ら多くを読み取ろうとしすぎることは避けねばならないが，他の写本において

も同様の状況が見られることに鑑みて，付図は原本成立時点において

Ayasofya 2612に見られる特徴をすでに備えていたと考えてもよいのではない

だろうか。少なくとも後世の写本作成者（付図作製者）たちは，ヴェネツィア

図にピーリー・ライースが込めた意図，ヴェネツィアの重要性を理解しつつ
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図⚑ ヴェネツィア図（Ayasofya 2612 : 214b-215a）

「

｀ヽ、． 、 ¥, I 
/̀ 

＇ ． 

t ＇ 

99 

，ぎ、

ベ

- f ー→＼、J‘9． 羞．•. ．．． ． ・ぷ
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『キターブ・バフリエ』の写本作成に勤しんだに違いない。

927年本の場合，一つの都市に焦点を絞りつつ見開きで描くという例を手許

の写本に求めると，Coğrafya 1, Hüsrev Paşa 272の⚒写本でヴェネツィアの見

開き図が確認され，また927年本系と分類されている MSS. 718（地図のみで本

文無し）及び Diez A. Foliant 57ではヴェネツィアの見開き図に加えてカイロ，

イスタンブルの見開き図が確認される74)。927年本系写本ではこれら以外には

一つの都市に焦点を絞った見開きの図の例は見いだされない。ヴェネツィアに

ついては言えば⚔写本に見開き図があることになる。わずか⚔例に過ぎず，そ

れらをもって多くを語ることは適当ではないが，927年本系写本においても

ヴェネツィアへ特別な関心を見て取ることができるのかもしれない75)。

Ülkekul 2015d : 92では，それぞれの写本の付図の内容の説明を終えるにあ

たって「いかなる国もトルコの航海者たちほどヴェネツィアの町に重きを置か

ず，［また彼らは他の］いかなる町に関してもこれほど多くの絵図を描いて歴

史に遺産を残さなかった」と述べて，ピーリー・ライース及び写本作成者たち

のヴェネツィアへの関心に注意を促している。彼らの関心の大きさが，付図の

描写手法や内容の多様性によく表れていると言うのであろう。一方で，付図の

大きさ（見開き描写）の点でもヴェネツィアの持った特別な意味合いを指摘で

きよう。

このように，ヴェネツィアは『キターブ・バフリエ』の本文の説明において

も（とりわけ932年本の場合），また付図における描写の面でも（両系統とも）

特異であり，そのことからピーリー・ライースがこの町を地中海各地の都市・

地域の中でも特別に重要と考えていたと見做してよいであろう。もとより『キ

ターブ・バフリエ』，特に932年本は地中海各地を必ずしも満遍なく均等に説明

している書物ではなく，叙述に精粗・濃淡が見られるが［新谷 1990a］，それ

でも叙述量や付図の描写内容はある程度の振れ幅に収まっている。その中に

あってヴェネツィアは特別な比重と意味付けを与えられていると言えよう76)。
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おわりに

ヴェネツィアは『キターブ・バフリエ』において編者ピーリー・ライースが

特別の関心を向けた町であった。町自体の姿への関心が大きいこともさること

ながら，この海洋国家が展開している海外事業への関心――それはむしろ警戒

であったかもしれない――も大きかった。『キターブ・バフリエ』932年本につ

いて言えば，地中海全体，あるいは本稿では全く触れなかった，韻文序で書か

れている地中海の外の世界への関心を広く持ちながら，アドリア海の都市国家

ヴェネツィアにピーリー・ライースが向けた眼差しはとりわけ深かった。そこ

には，オスマン朝が地中海，わけても東地中海域で覇権を目指していた16世紀

前半という時代にあって，オスマン朝の海上活動，海軍の展開を担うひとりで

あったピーリー・ライースの意識が反映している。『キターブ・バフリエ』は，

広く航海者たちに役立つ彼らのための書物に違いなかったが，ピーリー・ラ

イースが自らの関心の赴くところを表現し，スルターンや当局の有力者に伝え

る手段たる書物であったことも確かであろう。

注
1）『キターブ・バフリエ』に関する研究状況の概略については新谷 2021などを参照された

い。なお，写本原文はオスマン・トルコ語で書かれている。
2）筆者（新谷）が手許で参照できる写本を主体にした写本一覧を別に掲げる。必ずしも知

られている写本すべてが網羅されている訳ではない。なお，927年本系写本のうち，
Bodleian Library（Oxford）所蔵の写本の記号は正しくは MS. D’Orville 543である。こ
れまで発表した論考において筆者の不注意により誤った表記をした場合があるがここで
訂正する。また従前の論考で使用した写本記号に容易に辿りつける範囲で記号表記を改
めた写本もある。なお，Eb 389（927年本系）及び Revan 1633（932年本系）はヴェネツィ
アおよびその近辺に関する叙述を含む部分を欠いており，本稿では考察対象外である。

3）ヴェネツィア関係部分の章題は Bağdat 337では書かれていない。ここでは Oriental 4131
に拠る。

4）Bağdat 337 を は じ め と し て 比 較 的 多 く の 写 本 で と یتاقلر あ る が，別 の ⚙ 写 本
（Supplément turc 220, Oriental 4131, 990, TY 123, 2997, Or. Fol. 4133, Ayasofya 3161,
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Hüsrev Paşa 272, Yeni Cami 790）では とある。文脈上（低湿地，沼地） بتاقلر がよ بتاقلر
り適当と考える。

5）Rûm‒eli は通常ヨーロッパ側のオスマン朝領（あるいは，オスマン朝領となるべき所）
を指すとされ，『キターブ・バフリエ』におけるピーリー・ライースの用法も概ねそう
考えてよいと思われる。新谷 2021 : 27-28 n. 63参照。

6）Bağdat 337では muqı

̆

r olup とあり，他の写本でも同様の表記が多い。muqarr や
muqayyad とする写本もあるが，Hamidiye 945, Deniz Müzesi 987にあって最も文脈に沿
うと思われる muqarrar olup をここでは採る。

7） تمكده ك ورمكده و كلمكده    المقده وصتمقده  とある。صتمقده に加えて，あるいはそれに代わって
ورمكده が書かれているのは Bağdat 337はじめ12写本であり（MS. D’Orville 543, MS. 3613,
Oriental 4131, 990, 172, 2997, H. O. 192, Or. Fol. 4133, Ayasofya 3161, Ayasofya 2605, Yeni
Cami 790, Bağdat 337），ほか10写本では書かれていない。Diez A. Foliant 57では該当部
分が欠けている。

8） لھمقام  とあり MS. D’Orville 543と MS. 3613でも同様であるが，その他の写本の لھمعام  を
採った。

9）s.andal‒lar. サンダル s.andal は曳航や船上での運搬に大きすぎない手漕ぎのボート
［Soucek 1992/1996 : 18］。

10）wa sâ’ir/sâyir asbâb ile. Ayasofya 3161には無く，H. O. 192は sâyir athwâbları ile とする
が，他の諸写本は Bağdat 337と一致している。

یاتمش（11 とあり，MS. D’Orville 543, MS. 3613, Ayasofya 3161でも同様であるが，その他の
殆どの写本では باتمش とある（MS. 3612では باتمشدر  。LNS 75 MS は判読が難しい）。

12） بیو طقلا  صنداللردن طوتب  とあり MS. 3613でも同様であるが，Oriental 4131ほか⚗写本
（990, 2990, 2997, Or. Fol. 4133, Ayasofya 3161, Ayasofya 2605, Yeni Cami 790）では

بیو صقلا صنداللرده  とあり，文脈上これが適切と考えた。
13）… ال دکورمزلردكھ سوزكوسیلھ とある。دكھは他の写本では Oriental）تکھ 4131他）や تاکھ

（Yeni Cami 790のみ）とあるほか，書かれていない場合（Supplément turc 220他）もあ
る。ここでは Yeni Cami 790の تاكھ を採った。

14）守護聖人聖マルコを表す有翼の獅子を指すのであろう。注16参照。
15）Supplément turc 220, 987, Hamidiye 945, Hamidiye 971, Hüsrev Paşa 272, LNS 75 MS の

⚖写本で kendü ajdâdına と，MS. 3612, TY 123の⚒写本で kendü ajdâdlarından とある。
Bağdat 337を含む14写本が bizüm ajdâdımız としており，本文の以下の記述も考慮して
ひとまずこれを採るが，「我々」が誰であるのか検討を要する。この点については注19
を参照。

16）San Marco. 聖マルコ。有翼の獅子がその象徴とされる。伝説ではアレクサンドリアで
布教し殉教したとされ，遺体が⚙世紀にアレクサンドリアで発見され，ヴェネツィアに
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運ばれたと言われる。ヴェネツィアでは亡骸を納めるべく⚙世紀にサン・マルコ大聖堂
が設けられ，大聖堂は火災と再建を経て11世紀に現在の建物の礎が置かれた。聖マルコ
は聖テオドロスに代わってヴェネツィアの守護聖人となり，ヴェネツィアの文物にはマ
ルコやその象徴である獅子がしばしば登場する。本文の逸話は⚙世紀前半以来の伝承に
概ね沿った内容である。

17）sharafına. 手許の写本では Bağdat 337のほか MS. D’Orville 543, MS. 3613, 172, H. O. 192
の⚔写本で t.arafına とあり，2990では判読しづらいが t.arafına であると思われる。その
他の16写本では sharafına とあり，文脈上 sharafına がより適当と解した。

18）手元のすべての写本で biz de とある。
19）手元のすべての写本で jam‘ eyledümüzde とあり，行為の主体が「我々」であることが

示されている（一部の写本では jam‘ を欠く）。この「我々」がピーリー・ライース自身
を含む人々を指すとすると，ピーリー・ライースが927年本成立時点（1521年）でヴェ
ネツィアを実地に訪れていたことを強く示唆することになる。しかし，この章の末尾近
くで Chioggia をクーザ Ku

̆

za ではなくクーラ Ku

̆

ra としている写本がほとんどであるこ
とから，ピーリー・ライースは音を認識していない，すなわち927年本成立時点（1521年）
では現地に立っていないとも思われる（注37参照）。あるいは，他者から口頭の情報を
得ていたとすると話者の語り口をそのままに書き記したとも考えられる。

20）2990でのみ anuñ adına の後に ederüz wa が入っている。
21）Supplément turc 220, MS. 3612, 987, 990, TY 123, Hamidiye 945, Hamidiye 971, Hüsrev

Paşa 272, LNS 75 MS の⚙写本では gelüp の後に giden wa が入っている。いずれも
t.arafına ではなく sharafına とある16写本に含まれる。

22）上の注で示した点も勘案して次のように読んだが，正確な文意を取りにくい。Anuñ
sharafına biz de bu shahrda gechinürüz. ‘Askar jam‘ etmek‒ichün mâl wa manâl jam‘
eyledüğümüzde anuñ adına gelüp gidüp wa gechen beğler ol mâl wa manâllara dakhl
edüp nâ h. aqq yere tas. arruf edemezler. なお，この箇所に相当する部分の訳は Ülkekul &
Can 2007 : 105 及び Ülkekul 2015d : 28には無い。またこのくだりは932年本系写本では現
れない。

23）ban は，南スラブ語で諸侯に与えられた称号の意とされる［Sertoğlu 1986 : 33］。ここで
は「十人会（十人委員会）」を指しているか。「十人会」には定員枠外追加委員がいたよ
うである［永井 1994：179，255］。

24）Bağdat 337, 2990, MS. D’Orville 543, MS. 3613では اولارینھ , H. O. 192では ewlerine）اولرینھ
家に対して？）とある。他のすべて写本では ulularına と読める。

25）ドージェ doge（統領）。ラテン語 dux（案内人，指導者，支配者などの意）に由来する
称号。なお，12は現代イタリア語では dodici。

26）Ayasofya 3161 及び Oriental 4131, 990, Coğrafya 1, 2997, Or. Fol. 4133, Ayasofya 3161,
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Ayasofya 2605, Yeni Cami 790の⚙写本では，ここに続けて「そのバンの下で席を占める。
もし上述のドゥーズィーが死ぬとそのバンたちは」とある。

27）Poreč/Parenzo. イストリア半島西岸の港町。ヴェネツィアから東にアドリア海を越え
た対岸にあたる。

28）測鉛は水深の計測に用いられるが，船の流れる方向の確認など，いろいろな目的で使用
される。測鉛の底に獣脂などを詰めておき付着した砂泥などによって底質を知ることも
でき，また測鉛が海底に当たって発する音からも底質を知ることができる。

.とある。MSصورلغان（29 3612, Coğrafya1, 2997, H. O. 192では 990では，صولغان とصولوغان
ある。Karayazgan 1981 : 116の“soluğan”の項には，「風 rüzgâr や長い間同じ方向から
吹いた季節風 meltem の後に始まる波の動き」とあり，これを採った。なお，Ülkekul
は「嵐の後でごく希に海岸に打ち付ける激しい波」と説明している［Ülkekul 2015d : 28,
fn. 10］。

30）ゴンドラを指す［Kahane & Tietze 1958 : 254］。
31）小型船の一種。Karayazgan 1981 : 24では，⚑．高さの低いボート，⚒．⚑本マストで船

首三角帆を持つ帆船，とある。Redhouse 1890/1974 : 719ではドナウ川で用いられたボー
トあるいははしけの一種，Redhouse 1974 : 252ではドナウ川で用いられたボートの一種，
としている。

32）Murano 島。ヴェネツィアの章の直前（Bağdat 337 : 66b3）にここからヴェネツィアま
で半マイルとの記述がある。

33）Bağdat 337 : 67b では「中は真水の流れである ichi t.atlu s.ular」とある。この前後の内容
が Bağdat 337と一致ないし酷似していることが確認できる他の12写本のうち，⚒写本

（MS. D’Orville 543, MS. 3613）では同様に解しうるが，その他10写本のうち⚙写本では
「塩水や真水の流れである ajı wa t.atlu s.ular」と読むことができ，それに拠った。あと⚑
写本（2990）では「あるものは塩水の，またあるものは真水の流れである kimi ajı kimi
t.atlu s.ulardır」とある。また，前後の内容が Bağdat 337と一致しない⚘写本でも⚑写本

（H. O. 192）を除いて ichi ではなく ajı と解される。
34）のちにみる通り，932年本系写本である Ayasofya 2612ではマーズールブー Mâzûrbû と

ある。ヴェネツィア本島から東北方⚘km に位置する Mazzorbo 島であろう。Pedani
も，Ökte 1988を参照しつつ Mazorbo［Mazzorbo］としている［Pedani 2015 : 321］。注
48参照。

35）確認できる限り，手許の927年本系及び932年本系すべての写本で Nu

̆

rsâlu

̆

سالورون とあ
る。Pedani は Ökte 1988を参照しつつ Torcello としている［Pedani 2015 : 321］。
Tu

̆

rsâlu

̆

と記すべきところを語頭の文字تورسالو t（‒ を（ڌ n（‒ と誤って記したので（ذ
あれば Torcello 島の可能性が高い。これもピーリー・ライースが耳で音を確認していな
い（現地に赴いていない）証左とも考えられよう。注37参照。
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36）ヴェネツィアの東北東約50 km の海岸に位置する Caorle であろう。直前に述べられた二
つの島を含めてこの辺りの叙述内容は Ayasofya 2612など932年本系写本では第92章で言
及されている。

37）本来，Ayasofya 2612を始めとする932年本系写本にあるように，Ku

̆

za/Chioggia であろ
う（注68参照）。手許で確認できる限り，Ku

̆

z/Ku

̆

n ないしは Ku

̆

za/Ku

̆

na に見える
Ayasofya 2605及び，Ku

̆

na に続いて Ku

̆

za が現れる990の例はあるものの，続いて言及
される⚒例とも Ku

̆

za とある927年本系写本は無い。このように927年本系写本のほとん
どで Ku

̆

z/Ku

̆

za と明確に認識されていないことから，音で確認した（即ち，耳で聞いた）
地名ではないように思われ，ピーリー・ライースが927年本成立の時点（1521年）まで
に現地を訪れてはいないことを思わせる。932年本作成時点（1526年）では現地で確認
できたか，あるいは Ku

̆

za の音を記した文献に拠ったと思われる。注35参照。
38）990では Ku

̆

za とある。明確にそのように読める唯一の例である。
39）Hamidiye 945 : 30b24に Ku

̆

ra‒dan とある。唯一の例である。
40）Ravenna であろう。
41）Ravenna 南東約80 km に位置する Pesaro のことであろう。932本系写本では第97章で説

明されており，財物を量る件も次のように言及されている。「このパーザルー Pâzarû の
町についてこんな風に言われている。昔，不信心者のベイがいた。すべてのフランクの
国 Afranj mamlakatı をそのベイが支配していた。あちこちからの財物 mâl をこの町で
秤にかけて量って，それからその財物を取り立てていた d. abt. eyler imish。この町をそ
ういう理由で「秤の町」と言っていたという。」［Ayasofya 2612 : 218b5-8］Ökte 1988 :
941 補注＊では，ピーリー・ライースは Pesaro の名称をイタリア語 pesare（量る）に
帰している，と指摘している。

42）第91章末尾に予告的に言及されているカーウルルー Qâwurlû とウェネディク Wenedik
を指しているのであろう。

43）ヴェネツィアの東北東約50 km の海岸に位置する Caorle であろう。注36参照。
44）実際にはヴェネツィア本島周辺のラグーンに位置するのではなく，東北東約50 km の海

岸に位置する。
45）不詳。Pedani は Ökte 1988を参照しつつ Santa Margherita? としている［Pedani 2015 :

321］。Caorle の⚒km ほど南西（ヴェネツィア側）の海岸に Porto Santa Margherita が
あり，Livenza 川がアドリア海に流れ込む。

46）上の注45の Livenza 川であろう。Pedani も Ökte 1988を参照しつつ Livenza としている
［Pedani 2015 : 321］。

47）Caorle からヴェネツィア本島方向約30 km に位置する Lio Maggiore であろう。Pedani
も Ökte 1988を参照しつつ Lio Mazor［Lio Maggiore］としている［Pedani 2015 : 321］。
ヴェネツィア本島からは東北東に約20 km。
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48）ヴェネツィア本島から東北方⚘km に位置する Mazzorbo 島であろう。Pedani も，Ökte
1988を参照しつつ Mazorbo［Mazzorbo］としている［Pedani 2015 : 321］。注34参照。

49）Murano 島。注32参照。
50）Ayasofya 2612では，このような mah. rûsa‒yi …という表現は，ヴェネツィアに関して⚒

回，グラナダに関して⚑回，計⚓回現れる。
51）Ayasofya 2612のここでの母音符号に従えば Wendik とすべきか。
52）ish. Soucek は，書写生が原文を損なった可能性が高いとして keşiş/kashı

̆

sh (priest) や
aziz/‘azı

̆

z（saint）のような言葉として読み取るべきと述べる［Soucek 1992/1996 : 168, n.
5］。しかし，手許で確認できる写本すべてにおいて明瞭に ish とあり，書写生の責任に
のみ帰するのはためらわれる。

53）Ayasofya 2612と Hazine 642では tâ qiyâmat‒a‒dan とあるがその他の写本にある通り tâ
qiyâmat‒a‒dek と解する。ただし，Deny はそのオスマン語文法書刊行当時（1921年）
トルコ語を話すサロニカの人びとの言語において「…まで」の意で ‒a‒dan/‒e‒den が使
われていると述べる［Deny 1921 : 613］。‒a‒dan/‒e‒den がもともとピーリー・ライース
の馴染んでいた形ならば，Ayasofya 2612と Hazine 642は原本に近い写本であろうか。

54）使徒。ここでの綴りは ھواریون  とあり，Hazine 642も同様。その他の写本では正しく
حواریون  と綴られている。

55）Ayasofya 2612と Hazine 642では tâ bu zamân‒a‒dan とあるがその他の写本に従い tâ bu
zamân‒a‒dek と解する（MC Yz O-30では tâ bu zamân‒dek とある）。注53参照。

56）確認できるすべての写本で ایدرلر  ) دعواسین (دعواسن  とある。 دعوا が دعوة の意図であれば，
招聘を行なう，の意か？ Ökte 1988 : 897では“Böylece beylik işini sürdürürler”，“This
is how they determine the succession.”と訳しており，Soucek は“This is their system
of government.”と す る［Soucek 1992/1996 : 141］。ま た Ülkekul は böylece beylik
sorununu çözmüş olurlar（このようにベイ職の問題を解決している）とする［Ülkekul
2015d : 40］。

57）船の家の中で家族が生活を営んでいる，の意か。
58）Poreč/Parenzo. 注27参照。932本系写本では第84章で説明されている。
59）Bausani は Santa Elisabetta とする［Bausani 1990 : 20］。Lido 島に位置する Santa Maria

Elisabetta を言うのであろうか。当時の Lido 島の様子が今日と違っていたとすれば，
Santa Maria Elisabetta のあたりが通航路になっていたか。あるいは今日の Porto di Lido
に相当するか。

60）カラーカ qarâqa は非常に大型の商用帆船を指す［Soucek 1992/96 : 15］。
61）キョケ köke について Soucek は「イタリア語の cocca に由来する借用語であり，ドイツ

語の kogge（ハンザ同盟の北海艦隊の⚑本マストの横帆船）に遡る。…中略…ピーリー・
ライースの時代までにはイタリア語では cocca の語は廃れていき，ピーリー・ライース
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自身は異教徒の使う大型の船という一般的な意味で用いているが，それもめったに使わ
ない」と説明する［Soucek 1992/96 : 15, 18］。Ayasofya 2612での使用はここを含めて⚓
例のみ確認でき，他の⚒例では「カラーカ，すなわち大きなキョケ」［Ayasofya 2612 :
83a2］，「カラーカ，すなわち非常に大きなキョケ」［Ayasofya 2612 : 284a10］と述べら
れている。キョケは小型のカラーカを指すことになり，ここでは比較的小型の船ほどの
意か。

62）市場を指すとすればリアルト橋の辺りか。リアルト橋の近辺は13-15世紀には取引，金
融の中心になっていたという。Soucek は税関と解している［Soucek 1992/96 : 141］。
Bausani は特に訳していないようである［Bausani 1990 : 20］。Hazine 642に拠っている
Ülkekul は Kabban，Kebban と読み，ペルシア語の kepan からアラビア語化したと述べ
たうえで，「重量物の計測に有用な天秤 terazi，秤 baskül，公設大型計量器 kapan のこと。
kapan はまた別に，取引物が集荷，検査，徴税，配送される場所を指す。専門的に取引
される商品により un kapanı や yağ kapanı のような名称が思い浮かぶ」と説明している

［Ülkekul 2015d : 40, fn. 20］。
63）Ayasofya 2612と Hazine 642では öñü‒ne‒den とあるが他の写本にある通り öñü‒ne‒dek

と解する。注53参照。
64）Ayasofya 2612以外のすべての932年本系写本で Pu

̆

rtu

̆

da Malamu

̆

q とある。Porto di
Malamocco と思われる。Bausani 1990 : 20, Soucek 1992/96 : 141でも Malamocco と解さ
れている。

65）バルチャはどっしりとして背の高い，横帆装備の商船。しばしば，大きさや特性に関わ
らず単に帆で航行する商船の意で用いられる［Soucek 1992/96 : 15］。

66）Porto di Chioggia であろう。Bausani も Chioggia と解し［Bausani 1990 : 20］，Soucek は
Gozzo としている［Soucek 1992/96 : 141］。

67）awwalda. 第一に，あるいは，他を措いて，とすべきか。Ülkekul は eskiden（かつて）
としている［Ülkekul 2015d : 40］。

68）Chioggia であろう。注66参照。
69）Bausani 1990 : 20では canale di Bròndolo（qanal de Borodole）としている。Chioggia 南

方，Brenta 川の河口部に位置する集落 Brondolo に関係する名であろう。Soucek
1992/96 : 141では Kanal da Bornola と読んでいるが932年本系写本のいずれにおいてもそ
のように解しにくい。Ökte 1988 : 903では Brentalle とする。

70）Ferrara 公（国）であろう。
71）Renda は，ピーリー・ライースの直接の見聞に基づく図としては北アフリカやアナトリ

ア半島南岸部の都市の図に言及し，アランヤ Alanya の図を最も精緻な図として取り上
げている［Renda 1992 : 284］。

72）⚑ページの中では，地図そのものも題目の文字（شھر وندیك）や解説文なども垂直にかか
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れており，時計回りに90度回転して見るように描かれている。当該の写本においはその
ような描写・配置の図は他に見られないことを考えると，写本作成時の手本の中の（あ
るいは別途用意した）見開き⚒ページの図を⚑ページの大きさに縮小して写し，反時計
回りに90度回転させて収めたようにも見える。その意味で，本来見開きで描かれた図が
収められるべきであったように思わせる。ただしこれは推測の域を出ない。

73）見開きで描かれたアレクサンドリアを確認できるのは手許の写本では Supplément turc
220, 171, Ayasofya 2612, Hazine 642, Revan 1633, MC Yz O-30の⚖写本であり，⚑写本を
例外として他のすべての写本で見開きで描かれるヴェネツィアとはいささか事情が異なる。

74）MSS. 718を927年本系写本と考えるにはためらいがあるが，ここでは Ülkekul 2007で行
われている分類に従っておく。また，Diez A. Foliant 57ではカイロ図（25a，25b），イ
スタンブル図（28a，28b）が見開き図であり，ヴェネツィア図（36c）は本来見開き図
であったはずが，落丁など何らかの理由により右ページが欠けた状態と思われる。

75）なお，これらの⚔写本のヴェネツィア見開き図は相互によく似た印象を与える図である。
また，Ülkekul 2015d : 56-64でも指摘されている通り，Coğrafya 1 は印象の異なる⚑ペー
ジ分のヴェネツィア図も併せ持ち，これを含めてヴェネツィアについて⚓図が添えられ
ている特異な写本である。Hüsrev Paşa 272も見開きのヴェネツィア図の直後にヴェネ
ツィアが小さく描き込まれた広域の地図が続き，見開きのヴェネツィア図は別途描かれ
たものが挟み込まれたかにも見える。これも特異な写本である。MSS. 718のヴェネツィ
ア図は，同写本内の他の地図とは印象の異なる筆致の図であり，むしろ932年本系写本
から引き写したかのように見える。これらの点を考え合わせると，927年本では見開き
のヴェネツィア図はもともと加えられていなかった可能性も高いと思われ，慎重な検討
が必要である。

76）海域ごとの叙述量の多寡や叙述される事項に偏りがあることはすでに確認されている
［新谷 1990a］が，ここで見たように，都市ないしは国家が言及される頻度にも偏りが
あることが知られる。ヴェネツィアやパプスブルク家，北アフリカなどの動向に注意が
向けられていることは16世紀前半の国際事情を考えれば当然とも言えようが，ピー
リー・ライースが当時のヨーロッパ・地中海世界の情勢に然るべく関心を寄せ，その関
心を『キターブ・バフリエ』に反映させていることが知られる。
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『キターブ・バフリエ』Kitâb‒i Bah. r ı

˘

ya 参照写本一覧（未見写本を含む）
NT：付図のみで，本文を持たない。 NM：本文のみで，地図を持たない。 未見：新谷未見

番号 区分 写本記号 所蔵機関 所在地 備考

01 927/932? Cod. MS. Or. 34 Kiel Universitatsbibliothek Kiel Venezia の
説明文無し

02 927 Supplément turc 220 Bibliothèque Nationale Paris
03 927 MS. D’Orville 543 Bodleian Library Oxford

04 927 MS. 3612 Biblioteca Universitaria di
Bologna Bologna

05 927 MS. 3613 Biblioteca Universitaria di
Bologna Bologna

06 927 Oriental 4131 British Library London
07 927 987 Deniz Müzesi Kütüphanesi İstanbul
08 927 990 Deniz Müzesi Kütüphanesi İstanbul

09 927 TY 123
[Türkçe 123]

İstanbul Üniversitesi
Kütüphanesi İstanbul

10 927 172 Köprülü Kütüphanesi İstanbul
11 927 Coğrafya 1 Millet Kütüphanesi Ankara

12 927(?)NT MSS. 718 Nasser D. Khalili Collection
of Islamic Arts London

13 927 2990 Nuruosmaniye Kütüphanesi İstanbul
Venezia
の説明文は
末尾を欠く

14 927 2997 Nuruosmaniye Kütüphanesi İstanbul

15 927 H. O. 192 Osterreichische
Nationalbibliothek Wien

16 927 Eb 389 Sächsische Landesbibliothek Dresden Venezia
関係部分欠

17 927 Or. Fol. 4133 Sttaatsbibliothek zu Berlin Berlin
Venezia
の説明文は後
半一部を欠く

18 927 Ayasofya 3161 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul
19 927 Ayasofya 2605 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul
20 927 Hamidiye 945 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul
21 927 Hamidiye 971 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul
22 927 Hüsrev Paşa 272 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul

23 927 Yeni Cami 790 Süleymaniye Kütüphanesi İstanbul
Venezia
の説明文は
末尾を欠く

24 927 Bağdat 337 Topkapı Sarayı Müzesi
Kütüphanesi İstanbul

25 927 LNS 75 MS Dâr al‒Âthâr al‒Islâmîya Kuwayt

26 927?NM 340/2 Kandilli Rasathanesi Kütüphanesi,
Boğaziçi Üniversitesi İstanbul 未見
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